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１．はじめに  

都市公園や国立公園の管理においてモニタリングは重要である。従来は、現地調査や赤

外線カメラによるモニタリングが行われてきたが、ビッグデータの登場によって、新たな

方法によるモニタリングが可能となっている。本報告では、富士山を事例として、訪問者

の行動を把握するためにモバイル GPS データ（Agoop のデータ）をどのように活用でき

るかを示す。  

 

２．手法  

本研究に使用する Agoop のデ

ータには、2018年7月と2019年8

月の訪問者の位置と行動の情報

（位置、速度など）以外に、匿

名化されたユーザーのメタ情報

（出身県、性別、スマートフォ

ンシステムなど）が含まれてい

る。はじめに、データの質を評

価するため、Agoop のデータで

把握された訪問者数と環境省の

赤外線カウンターデータで把握

された訪問者数の比較を

行った。そのうえで、訪

問者を、山頂に到着した「ピーク」グループと山頂に到着しなかった「キャンセル」グル

ープに分類し、訪問者の行動と様々な要因（旅行距離、天候、週末 /休日）の関係をロジ

ットモデルにより分析した。また、訪問者の登山口選択に影響する要因を条件付きロジッ

トモデルにより分析した  
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図 1 Agoop データと環境省データの訪問者数の比較 



３．結果  

Agoop のデータと環境省の

赤外線カウンターのデータの

比較から、両者に強い正の相

関があることが明らかとなっ

た（図1に吉田口登山道の例

を示す）。ロジットモデルに

よる分析の結果、キャンセル

行動は日降水量と正の相関が

あり、週末 /休日および旅行

距離と負の相関があることが

明らかになった。条件付きロ

ジットモデルによる分析の結

果、「キャンセル」グルー

プの訪問者に比べ、「ピー

ク」グループの訪問者はより近い登山口を選択する確率が高いことが明らかとなった（図

2）。また、旅行距離が増えるにしたがって近い登山口を選択する確率が減少し、遠い登山

口を選択する確率が増加すること、および週末 /休日には、より近い登山口を選ぶ確率が

高くなることも明らかとなった。  

 

４．結論  

環境省の赤外線カウンターのデータの比較から Agoop のデータの質は信頼できるもの

であることが示唆された。また、統計分析の結果と可視化によって、公園管理におけるビ

ッグデータ活用の高いポテンシャルが示された。  
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図 2 登山口選択と旅行距離、グループ、週末/休日の関係 


